
 
学校番号 １０３ 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典 B（α） 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 「精選 古典Ｂ 改訂版」（三省堂） 

副教材等 
「完成日本文学史ノート 三訂版」（京都書房） 

「新明説総合古典文法」（尚文出版) 

１ 担当者からのメッセージ 

・２年生では古典読解に必要となる古典の知識を身に付けることを心がけましょう。 

・有名な古文と漢文の作品に親しむとともに、正しく心情等を理解するために語彙力や文法の知識

をしっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を書き写し、意味調べをしておきましょう。 

・授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・古文の語句や文法の基礎知識を用いて、古文の大意を読み取ることができる。 

・古典学習を通じてものの見方、感じ方を広げ人生を豊かにする態度を育んでいる。 

・現代の言語生活にもつながる古語を学び、語彙を豊かにする。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 ａ.関心・意欲・態度 ｂ.読む能力 ｃ.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 

古典読解の基礎力を

固め、作品の価値に

ついて考察し、日本

文化の特質や中国文

化との関係について

理解を深めようとす

る。 

内容及び思想や感情を、構成や展開に即して

捉え、ものの見方・感じ方・考え方を豊かに

しようとする。 

古典の語句の意味、用法、文の構造、

文法、音声、表記等を理解し、基礎知

識を身に付けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

    

 

行動の観察 

記述の点検 

 

（ノート、ワークシ

ート等） 

記述の確認と分析 

 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査、小テスト 

行動の観 

記述の確認 

 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査、小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ   

一
学
期 

古
文
?
物
語
B
読
D 

宇治拾遺物語 

「小野篁、広才

のこと」 
○ ◎ ○ 

a:比較的短い説話を読んで、古文に親しみを持

ち、話の面白さを理解する。 

b:他者の考えを共有し、自分の意見をまとめら

れる。 

ｃ:話の構成や展開を把握し、登場人物の行動

や心情を読み味わう。 

ｃ:活用語・助動詞について理解する。 

・授業態度 a,b 

・発問評価ｂ,ｃ 

・指名音読 c 

・課題の提出 c 

・定期考査 

a,b,c 

竹取物語 

「かぐや姫の 

昇天」 

○ ◎ ○ 

a:昔話としてなじみのある作品を読 

んで、古文に親しむ。 

b:他者の考えを共有し、自分の意見をまとめら

れる。 

b:文章の内容を構成や展開に即して 

的確にまとめられる。。 

c:話の構成や展開を把握し、登場人 

物の行動や心情を読み味わう。 

c:敬語について理解する。 

・授業態度 a,b 

・発問評価 b,c 

・指名音読 c 

・課題の提出 b,c 

・定期考査 

a,b,c 

二
学
期 

古
文
?
物
語
B
読
D 

更級日記 

「あこがれ」 

「源氏の五十余

巻」 
○ ◎ ○ 

a:日記を読んで、人間、社会、自然などに

対する作者の思想や感情を読み取る。 

b:他者の考えを共有し、自分の意見をまとめら

れる。 

c:文章の内容を構成や展開に即して 

的確にまとめられる。 

c:話の展開を把握し、登場人物の行動や心

情を読み取る。 

c:助動詞について理解する。 

・授業態度 a,c 

・発問評価 b,c 

・指名音読 c 

・課題の提出 b,c 

・定期考査 

  a,b,c 

漢
文
B
読
D 

 
史記 
「鴻門之会」 

○ ◎ ○ 

a:漢文に親しみを持ち、話の内容を 

理解する。 

b:本文を訓点に従って正しく読み、書き下

し文に改める。 

c:話の展開を把握し、登場人物の行動や心

情を読み取る。 

c:『史記』の文学性と作者についての概要

を知り、歴史の中の人間について考え

る。 

・授業態度 a,b 

・発問評価 a,c 

・指名音読 b,c 

・課題の提出 b 

・定期考査 
  a,b,c 



三
学
期 

古
文
?
物
語
B
読
D 

 

源氏物語「若紫」 

○ ◎ ○ 

a:長編物語の構成や展開を把握し、登場人

物の行動や心情を読み味わう。 

b:他者の考えを共有し、自分の意見をまとめら

れる。 

b:和歌を含む物語を読んで、物語に 

おける和歌の役割を考える。 

c:文章の内容を構成や展開に即して 

的確にまとめられる。。 

c:最高敬語・和歌の修辞について理 

解する。 

・授業態度 a,b,c 

・発問評価 b,c 

・指名音読 c 

・課題の提出 b,c 

・定期考査 

  a,b,c 

 

※ 表中の観点について a.関心・意欲・態度 ｂ読む能力 c:知識・理解 

 
※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付けて 

○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」） 
に関わる観点には◎を付している。 


